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南海掘削浅部試料を用いた断層帯の流体移動特性と断層運動への影響
Permeability of shallow nankai subduction zone and its role for mechanical property
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南海トラフ沖地震発生域では巨大分岐断層と前縁衝上断層が発達しており、いずれの断層帯も地震すべりを誘発しか
つ巨大津波を発生させることが予想される。断層帯の力学特性、応力状態、幾何学特性が分岐断層の破壊伝播方向や破
壊過程を支配することが予想される。そこで本研究では国際海洋掘削計画（IODP）Expedition316（NantroSEIZE）で掘
削された地震発生域浅部において採取されたコア試料（site C0004と siteC0007）を用いて流体移動特性と摩擦特性の測
定を行い、巨大分岐断層と前縁衝上断層の力学特性の比較を行った。
摩擦特性は高知コアセンターに設置してある回転式せん断試験装置を用いて行った。コア試料は砕いてふるいにかけて

0.2mm以下の粉末状（ガウジ）にした。粉末状にした１グラムの試料を二つの円柱形のインド砂岩（透水係数＝ 10−15

～10−16 m2）の間に挟み込み、片方のインド砂岩を回転させることによりガウジをせん断変形させた.せん断変形前後の
インド砂岩とガウジの試料の透水係数を測定することにより、せん断変形に伴う断層ガウジの透水係数の変化を評価し
た。せん断変形は垂直荷重 2MPa、すべり速度 7.9 mの条件で行った。また、すべり速度と含水条件を変化させて、力学
特性に対するそれぞれの影響を考察した。
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